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見を得た。 1 )硬化エポキシ樹脂むよび硬化ポリエステル樹脂の特有な熱分解成分の解明(第 2 章) , 
2) 高分子の燃焼生成ガス組成の解明， 3) 高分子の発火点と熱分解生成ガス組成との関係(第 4 章)。
各章の内容を要約するとつぎのようになる。
第 2 章では硬化エポキシ樹脂および硬化ポリエステル樹脂(グリコール，飽和酸，不飽和酸 :h' よび
ピニル系単量体とから構成されている)の組成分析法の開発を目的として，これらの硬化樹脂を熱分
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解 (500~8000C ， 窒素ふん囲気)させた場合に生成される各樹脂に特有なガス状成分を調べた。 1 ) 
硬化エポキシ樹脂の場合，それぞれの硬化樹脂に特有な成分を検出できた。たとえば，硬化剤が脂肪
族第一アミン系わよび芳香族第一アミン系の場合にはアンモニアおよびシアン化水素が， Lewis塩基






















412 0C から 7000C 以上のきわめて広範囲にわたっていることを見出した。また，それぞれの高分子の熱
分解生成ガスの組成を赤外吸収スペクトルで調べた結果，熱分解によるエチレン生成量の多い高分子
ほど低い発火点を示す傾向にあることを見出した。これはエチレンの発火点が他の生成ガスにくらべ
て低いことに対応している。
論文の審査結果の要旨
高分子を熱分解または燃焼させると，温度，雰囲気，その他の条件に関係するが，その高分子に特
有な生成物が生ずる。従来この分野の研究はガスクロマトグラフおよび質量分析によって行われてき
たが，より直接的で、有用で、あるべき赤外吸収はこれまでほとんど用いられていなかった。すなわち分
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解の際，ほとんどの高分子に共通にメタンおよびエチレンが生成し，この両者が強い赤外吸収を生ず
るために特定の高分子に特有な生成物を赤外吸収スペクトルを用いて分析することは従来困難なもの
とされていたのである口
森本君は共通成分を除くことにより，各分子に特有な成分を高濃度で迅速に捕集できる装置を考案
試作し，特有生成物の赤外吸収スペクトル法による詳細な分析方法を新たに開発した。本方法を用い
次のような新しい知見を得た。 1 )硬化エポキシ樹脂および硬化ポリエステル樹脂の化学構造と特有
な熱分解成分の関係およびその生成過程の考察。 2) 高分子の燃焼生成ガス組成の系統的な解明。併
せて高分子の燃焼で共通に生成されるアセチレンの生成過程の考察。更に上記と関連して，厳密な条
件下における高分子の発火点測定装置を考案し，合成高分子および木材についての総合的な測定結果
より，発火点の低いエチレンの生成量が多い高分子ほど，低い発火点を示す傾向のあることを見出し
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以上森本君の研究は赤外吸収スベクトルを高分子の熱分解および燃焼生成物組成の解明に利用する
新しい方法を考察，開発し，これに基づいて多くの有用な知見を得たものであり，理学博士の学位論
文として十分価値あるものと認める。
? ?p同
U
